
研究会13周年記念講演会

温故知新
伝統食文化と新時代への進化 

①「小倉藩御料理事情」小倉藩御料理研究会
塩見川梅研（著書：小倉藩御料理事情、2025.4）

②「糠の伝統食文化の保護・継承と新時代への
進化」北九州小倉・糠床糠炊き研究会（文化庁100年
フード認定団体、農林水産省和食文化継承リーダー）
会長 木村洋、副会長 木村康子

令和８年９月１９日（土） １０時 ～１２時

於北九州市立大学北方キャンパス本館 D棟

…………………….北九州北九州
聴講無料   定員１００名               

【お問合せ】yasuko_kim662@yahoo.co.jp 直接、講演会場へ

TEL/FAX  093-451-0124 携帯 090-8664-1652           どうぞ
〒 802-0985 小倉南区志井 1019-1 （木村）

塩見川梅研    木村洋

1600年代初頭の初代小倉藩
主、細川忠興公時代の御料
理事情を膨大な史料の調査
研究により解明。小倉の糠
炊きの原形、「醤油炒鰯」
を紹介。糠炊きのルーツに
新説を投入。糠炊きは小笠
原時代以前に存在した。

400年の北九州の糠の食文化
の保護・継承と次世代への進
化に挑戦。糠床講習に科学的
視点を投入し講習会を刷新。
市産業経済局と連携し、複数
の小学校、大学の食育を担当
し、イベントに参画（文化庁
事業）。市制60周年祈念日、
緑の愛護の日（秋四宮御夫妻
御参加）に北九州の糠の食文
化を来場者にプレゼン。
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